
市税
市民税や固定資産税
などの地方税収入
98億5,895万円

人件費
職員の給料など
53億8,171万円

扶助費
高齢者福祉や児童手当、
生活保護などの費用
30億6,705万円

公債費
借金返済の費用
30億7,484万円

普通建設事業費
道路や建物などを

つくる費用
45億7,759万円

物件費
施設管理委託料、臨時職員
の賃金、光熱水費など
29億8,893万円

維持補修費
道路や建物などの

維持補修費用
3億5,533万円
補助費等

病院会計負担金や
各種団体への補助金など

43億4,203万円

積立金
市の貯金

5億9,755万円

繰出金
下水道会計や国民健康
保険会計といった他会
計などに繰り出す費用

21億9,275万円
その他(出資金・貸付金) 

3,813万円

分担金および負担金
特定の利益を受けた人の
負担金など
4億219万円

使用料および手数料
施設使用料など
2億1,944万円
諸収入・財産収入・寄付金
土地売却などの収入
7億541万円
繰入金
基金(市の貯金)の取崩しなど
6億5,462万円

地方交付税
使い道を限定されない
国からの交付金
34億3,945万円

交付金・譲与税
国県税収入の
市への分配金
14億3,347万円

国県支出金
使い道が限定された国や
県からの補助金など
50億8,448万円

市債
市の借金
48億8,210万円

災害復旧費
9,914万円

繰越金
前年度からの繰越金
3億9,811万円

「
自
主
財
源
」
＝
市
に
よ
る
自
前
の
収
入

「
依
存
財
源
」
＝
国
・
県
か
ら
の
お
金
や
借
金
に
よ
る
収
入

「
義
務
的
経
費
」
＝
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
経
費

「
投
資
的
経
費
」

21年度 20年度 20年度 21年度

主な内容
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広報 市の情報ひとまとめ

市では、市民の皆さんのご協力をいただき、市政一新プログラムや財政早
期健全化計画などを推進し、財政の健全化に向けた取組みを継続してい
ます。今号では、平成21年度の決算や市の財政状況を検証します。

 財政経営室　 　63‐7403　行政改革推進室　 　63‐7302

　歳入総額は、平成 20年度に比べ、51億 8,200 万円の増
となりましたが、「自主財源」は 7億 6,300 万円の減。これ
は、景気低迷による法人市民税の大幅な減収や、地価の下落・
評価替による影響で固定資産税が減ったためです。　
　一方、「依存財源」は 59億 4,500 万円の増。地方交付税が、
「地域雇用創出推進費」の創設や税収の減による補てんによ
り 4億 7,100 万円増えたほか、国の経済対策に伴う交付金
が増え、国・県支出金で 25億 8,500 円の増となりました。
　市債は、投資事業の実施に伴う増加のほか、後に地方交付
税として戻ってくる「臨時財政対策債」の増額などにより、
29億 7,100 万円の増となりました。
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270 億
7,822万円

267 億
1,505万円

一般会計歳入

11－3号 No.885
毎月4回発行（日曜日）

2010年（平成22年） 　11月21日日発行

人口と世帯数
10月 1日現在　（　）は前月比
人口と世帯数
11月 1日現在　（　）は前月比

人口　82,693人（－ 46人 )　　男　39,917人（－ 21人）　
女　42,776人（－ 25人）　世帯数　31,884世帯（＋ 20世帯 )

平成21年度一般会計

　歳出総額は、平成 20年度に比べ、52億 1,600 万円の大幅
な増となりました。市政一新プログラムなどに取り組み、職員
数の削減や、職員給料カットなど人件費の抑制を図るとともに、
事務事業の見直しなどを進めましたが、国の経済対策に伴う「定
額給付金給付事業」や「緊急雇用創出事業」（市のさまざまな
部署への臨時職員の雇用）のほか、長期間保有している土地処
分に伴う「鴻之台公共施設用地活用事業」や老朽化に伴う消防
庁舎の建設などの投資事業を実施したためです。
　「義務的経費」は、景気低迷に伴う生活保護費や障害者サ
ービスなどの扶助費の増加などにより、４億5,300万円の増。
　「投資的経費」では、消防庁舎・防災センターの整備や小
中学校の耐震改修など安全安心を守る事業のほか、企業誘致
など雇用確保のための事業に取り組み、32億 2,900 万円の
増となりました。

一般会計歳出（性質別）

歳入歳出

検証2

検証1
214億
9,858万円

検証
21年度決算
からみる
財政状況

します
P1～4…市の財政状況を検証　P5…市職員の給与などの状況　P6…まちの話題　P7…年金通信　P7～8…市長への手紙

決
算

■ 実質収支（歳入歳出差引額－翌年度繰越財源）… 2億8,928万円の黒字 

218億
9,669万円



平成21年度一般会計

「経常収支比率」は93.1％。財政構造にゆとりがありません。

一般財源・特定財源財政を知るキーワード

2010 年（平成 22年）11月 21日日　2

どんな目的でお金を使ったの？
（一般会計 目的別歳出と主な事業内容）

　「一般財源」とは、市税や地方交
付税など市が受け取る時点で、使い
道があらかじめ決まっていないお
金のこと。「特定財源」とは、国か
ら支出される道路建設事業の補助
金など、市が受け取る時点で使い道
が決まっているお金のこと。例え

ば、親から「1ヵ月分の小遣いだよ」
と渡されたお金は、いわば一般財
源で、「参考書を買うんだよ」と使
い道を決められて渡されたお金は、
特定財源と言えます。　
　従って、市が、皆さんのさまざ
まな要望にお応えしたり、急な出

費に対応したり、使わなかった分
を貯金したりといったことは、一
般財源であれば、柔軟に対応でき
ます。そのため、この一般財源を
どうやりくりしていくかが、厳し
い財政状況を乗り切るための重要
な要素となります。
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。

　「経常収支比率」とは、「一般財源」からの支
出の中で必ず支出しなければならない「経常経
費」（人件費や扶助費、公債費など）の占める
割合を示します。
　平成 21 年度は 93.1％となり、前年度比
2.7％ポイント改善しました。これは、職員給
与の削減や考査制度による事務事業の見直しを
行い、経常経費の抑制に努めているほか、主に
経常的な一般財源収入となる地方交付税や臨時
財政対策債などが増加したためです。
　ただし、「経常収支比率」は、80％未満が望
ましいとされています。これを超えているとい
うことは、財政構造にゆとりがなく、硬直化し

ていることを示しています。
　なぜなら、人件費や公債費といった経常経費
はすぐに減らすことができません。扶助費も高
齢化が進み増加傾向にあります。収入が増えな
い限り、あらゆる事業を見直していかざるを得
ない状況にあります。
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95.8

90.7
数値が高いほど財政にゆとりがない。

80％未満が望ましい。

経常収支比率

平成 21 年度決算と市の財政状況を検証します

検証3

検証4
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限られた財源の中、市の事業を「あ
れか・これか」と選択しながら、安
心・安全を守る事業や、国の経済対
策に伴う事業などを実施しました。

民生費
子どもや高齢者、
障害者などのために
　　70億9,627万円

総務費
行政運営や
地域振興などに
60億5,827万円

消防費
 21億623万円

公債費
市の借金返済に
30億7,484万円

衛生費
ごみの処理や
予防接種などに
30億975万円

教育費
学校、公民館の
整備や教育振興に
27億3,299万円

土木費
道路や公園の整備などに  
14億5,810万円

農林水産業費 5億1,472万円
議会費 2億3,414万円
商工費 3億1,370万円
災害復旧費 1億1,605万円

鴻之台公共施設用地活用事業
（土地開発公社からの用地買戻し）
　…12億 3,800 万円

定額給付金給付事業
　…12億 7,928 万円
　                  など

感染症予防事業…1億 1,748 万円　　
病院事業会計繰出金…11億 3,775 万円

伊賀南部環境衛生組合分担金
　…11億 8,272 万円　など

小・中学校耐震改修事業
　…4億 2,760 万円　
地上デジタル対策事業
　…1億 3,928 万円
青少年センター改修事業
　…2億 6,405 万円　　など

消防庁舎総合整備事業…7億 9,414 万円
防災拠点施設総合整備事業
　…１億 8,474 万円
地域防災無線設備整備事業
　…1億 5,320 万円　　　など

一般市道整備事業…1億 6,791 万円　
公共下水道事業特別会計繰出金
　…3億 549万円　　など

農業振興対策費…2,149 万円　
農業集落排水事業特別会計繰出金
　…1億 3,735 万円　など

社会資本ストック有効活
用事業（コールセンター誘
致にかかる旧長瀬小の改修
など） …1 億 1,030 万円
　など

定
額
給
付
金

267 億
歳出
目的別

1,505万円 介護給付費…6億 3,631 万円　　
介護保険特別会計繰出金…7億 7,523 万円
児童手当給付費…5億 8,556 万円
保育所費…6億 8,017 万円 
　 など



　標準財政規模（人口や面積などから算出した一般財源の標準的な規
模。平成 21年度で 153億 8,500 万円）に対して公債費（借金の返済）
に充てた一般財源額の割合として「公債費比率」があります。この比
率は、10％を超えないことが望ましいとされています。
　市では、基本的には各年度の借金の額が元金の返済額を超えないよ
うに努めています。平成 21年度は 12.2％と、
前年度比で 0.7 ポイント改善しました。
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公債費比率

【一般会計】294 億 4,042 万円　【特別会計】　住宅新築資金…1億 686 万円　東山墓
園…1億 2,960 万円　簡易水道…2億 9,523 万円　農業集落排水…35億 3,885 万円
公共下水道…75億 1,118 万円　【企業会計】　水道…4億 4,838 万円　病院…92億
8,472 万円　【伊賀南部環境衛生組合会計（名張市分）】30 億 2,413 万円

各会計別の市債残高（平成21年度末）

　「一般会計」は、教育や福祉、道
路の整備など、行政の基本的な事
業を実施していくための会計で、
市の会計の中心となります。
　一方、病院や水道など民間企業
と同じように、事業の収益でまか
なわれる会計を「企業会計」とい

います。また、国民健康保険税や
介護保険料など特定の収入があり、
一般会計と財布を分けることで、
収支をはっきりさせるために、「特
別会計」があります。
　さらに、一般会計、特別会計な
ど各会計で経理する事業の範囲が

自治体ごとに異なっているため、
統一的な基準で整理して比較でき
るようにした統計上の会計区分も
あり、これを「普通会計」といい
ます。「経常収支比率」や、「公債
費比率」などはこの普通会計から
算出されます。

一般会計・企業会計・特別会計・普通会計財政を知るキーワード 市
の
会
計
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
ね
。

市の貯金（基金）残高の状況は？
　市の貯金である基金の残高は、普通会計
でみると 26億 2,400 万円。
　このうち、年度間の財源の不均衡を調整
できる基金が、財政調整基金と減債基金。
これらは、平成 7年度に約 43 億円の
残高がありましたが、市立病院や総合
福祉センターなどの開設や税収不足の

補てんなどにより、平成 21年度末の残高
は、5億 7,000 万円となっています。

市の借金（市債）残高の状況は？

市の借金総額は 537億 7,900 万円
　市の各会計における市債残高を合計す
ると、537億7,900万円。市民一人あたり
約65万円の負担があることになります。
　ただ、市の借金は、事業を進めていく
ためにどうしても必要になるもの。ま
た、道路や公園、下水道などの公共施設
というのは、長年使うため、現在と将来
の市民負担を公平にするという考え方が
あります。もちろん、公債費の比率など
の財政指標をみながら、適正な計画を立
てていく必要があります。

一
人
あ
た
り

　

約
65
万
円

＜水道事業会計＞

▼給水戸数　29,256 戸（＋ 48 戸）▼年間使用水量　9,806,034 ㎥
　（－ 256,782 ㎥）　※水道施設更新事業などに伴い、資本的収支で 8億
3,358 万円の不足額が生じたため、施設や設備更新のための蓄えとなって
いる「過年度分損益勘定留保資金」などで補てんしました。

＜病院事業会計＞

区　分

収益的収支

資本的収支

収　入　額

37億2,376万円

3億7,599万円

支　出　額

42億7,974万円

5億3,886万円

差　引　額

－5億5,598万円

－1億6,287万円

　医師不足の中、依然として厳しい経営状況が続いています。そんな
中、「市立病院改革プラン」の取組みなどにより、延べ入院患者数は
平成 20 年度に比べ 300 人増加し、4万 7,565 人となりましたが、
延べ外来患者数では 1,311 人減少し、7万 2,025 人となりました。
　その結果、平成 20年度に引き続き資金不足が発生したため、水道
事業からの長期借入金などで措置しました。
　なお、企業会計などの経営状況の健全度をみる「資金不足比率」は、
平成 20年度比 1.5 ポイント減の 0.7％と改善し、経営健全化基準の
20％を下回っています（他会計では資金不足額なし）。

区　分

収益的収支

資本的収支

収　入　額

15億4,163万円

　1億7,572万円

支　出　額

15億795万円

10億930万円

差　引　額

 3,368万円

ー8億3,358万円

区　　　　分
福 祉 資 金 貸 付 事 業
住宅新築資金等貸付事業
東 山 墓 園 造 成 事 業
簡 易 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
公 共 下 水 道 事 業
国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
　 合 計 　

歳出決算額
417万円

4,607万円
8,264万円

1億8,932万円
6億722万円

15億5,349万円
66億5,258万円

882万円
43億3,003万円
10億4,986万円
145億2,420万円

歳入決算額
417万円

4,895万円
8,421万円

2億4,350万円
6億7,581万円
16億7,057万円
69億6,235万円

952万円
44億6,259万円
10億6,421万円
152億2,588万円

一般会計以外の状況は？
企業会計…病院事業会計で「資金不足比率」が改善

特別会計…国保、下水道など全ての特別会計で黒字

※（　）は平成 20年度との比較
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借金は、できるだけ抑
え

ていかなければならな
い

状況なんです！
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▼介護老人保健施設「ゆりの里」…延べ在所者数 15,177 人（＋ 832 人）　
延べ通所者数1,598人（－84人）　▼看護専門学校…総定員60人（　０人）
入学者数 22人（－ 3人）　卒業者数 14人（＋ 3人）
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健全化判断比率
実質赤字比率

一般会計等の赤字比率

名  張  市

－

早期健全化基準

12.75％

財政再生基準

20.00％

連結実質赤字比率
全ての会計の赤字比率

－ 17.75％ 40.00％

実質公債費比率
借金返済額などの大きさから
財政の弾力性を判断する指標

15.9％
(+0.2％) 25.0％ 35.0％

将来負担比率
市が抱える負債の残高から将
来財政への圧迫度をみる指標

350.0％ －219.0％
(+3.4％)

※算定数値が無いものについては、「―」を表示しています。
※連結実質赤字比率の財政再生基準は、制度導入後の 3年間の経過措置とし
て、平成 21年度は規定の率に 10%上乗せを行った数値です。　
※（　）内は平成 20年度比

財政の健全度は？
　

　自治体の財政の健全度を判断する健全化判断比率。左表の
4つの指標のいずれかが、早期健全化基準を超えると「財政
健全化団体」となり、さらに事業の抑制を図らざるを得なく
なります。また、将来負担比率を除く 3指標のいずれかが財

政再生基準を超えると破
は た ん

綻とみなされ、「財政再生団体」となります。
そうなれば、事実上、国の管理下に入り、行政サービスが著しく低下
することが見込まれます。
　平成 21年度は、左表のとおり、いずれの数値も早期健全化基準を
下回りました。なお、今後数年間は、実質赤字の発生や実質公債費
比率の上昇が見込まれますが、昨年 8月に策定した「財政早期健全
化計画」の取組みにより、基準値を下回る見込みとなっており、平
成 25年度以降の単年度収支の黒字により、速やかな累積赤字の解消
が見込まれます。

　　21年度は財政健
全化基準はクリア。

今後も基準を上回らな
いよう取り組みます。

国は、 平 成 23 ～ 25 年
度は「地方の一般財源
総額を平成 22 年度の

基準を下回らないようにする」
としています。ただ、平成 23
年度から予定されている国庫補
助負担金の一括交付金化や子ど
も手当ての引き上げなど、不透
明な国の動向を注視していく必要があります。

市では、平成 14年度以降、市民の皆さんのご協力をいた
だきながら、財政健全化緊急対策や市政一新プログラ
ムによる行財政改革に取り組み、人件費の抑制、事務

事業の見直し、民間活力の導入、市有財産の売却などを実施し
てきました。しかし、今後も、少子高齢化に伴う市税収入の減
少や、高齢者福祉などの費用である扶助費の増加、小中学校耐
震改修事業、今後も長期にわたり継続していく公共下水道事業
などの大型投資事業の経費が増大していきます。

特に、平成 22～ 24年度は、土地区画整理事業の精算や、
市立病院と土地開発公社の経営健全化のため、多額の
経費負担が集中します。これに伴い、平成25年度には

財政健全化団体に指定されることが懸念されましたが、「財政早
期健全化計画」を昨年8月に策定。平成22年度からの4年間の
集中的な取組みで、財政健全化団体に陥らない数値まで累積赤字
を削減し、平成25年度以降、段階的に解消していくこととして
います。現在、本計画の推進に向けて職員一丸となって取り組
んでいます。ここ 3ヵ年が財政健全化に向けた最後のヤマ場と

なります。これを乗り越え、将来に
わたり持続可能な自主自立の自治体
を築いていきます。

9 月 30 日現在　（一般会計）
平成22年度予算執行状況 歳

入
予算額　　252億 7,332 万円　
収入済額　114億 5,445 万円

歳
出

【執行率 45.3％】 予算額　　252億 7,332 万円　
支出済額　108億 5,393 万円

【執行率 42.9％】
※予算額は前年度分からの繰越事業収支を含む

　「財政力指数」とは、〝標準的な行政活動を行うのに必要な支出額〟
に対する〝税収入などの基本的な収入額〟の割合を示します。この
指数が大きいほど財政基盤が強いといえます。
　平成 21 年度は、0.800（過去 3ヵ年平均）と、県内 14 市で 6
番目に高く、財政基盤はしっかりしているほうだといえます。最も
高いのは、亀山市の 1.388、最も低いのが熊野市の 0.311 となって
います。

県内14市で比べると？
（平成 21年度普通会計）

■ 財政力指数…6番目に高く、財政基盤は中程度

■ 経常収支比率…ワースト 1を返上
　経常収支比率（93.1％）は、昨年度より減少し、県内 14 市での
ワースト 1を返上。しかし、県内 14 市で 4番目に高く、いまだ財
政にゆとりがない状況であると分かります。最も低いのは、亀山市の
76.4％、最も高いのが桑名市といなべ市の 94.7％となっています。

■ 公債費比率…少しづつ改善し、中程度
　公債費比率（12.2％）も、少しずつ改善し、県内 14市では、7番
目。ただし、依然注意が必要だといえます。最も低いのは、いなべ市
の 7.3％、最も高いのが伊賀市の 15.7％となっています。

■ 一人あたりの市債残高…2番目に少ない
　普通会計での市債残高（279 億 3,200 万円）は、市民一人あたり
で約 34万円。実は、鈴鹿市（約 24万円）に続き、県内 14市で 2
番目に少ない額です。県内で最も多いのは、伊賀市の約 59万円とな
っています。

■ 一人あたりの基金残高…最も少ない
　基金残高（26億 2,400 万円）は、市民一人あたりで約 3万円。県
内14市で最も少ない額です。最も多いのは、
亀山市で約 19万円です。

県内の 14市で比較すると、名張市は、借
金が少なく、財政基盤が整ってきている
ものの、貯金が少なく、財政にゆとりが
ない状況だっていうことが分かるわね。

名張市では、ここ 2～ 3年間が、
財政健全化に向けた最後のヤマ
場。なんとかこれを乗り切ろうと
取り組んでいる最中です。

平成 21 年度決算と市の財政状況を検証します

今後の財政運営の行方は？
国
の
動
向
は
不
透
明
な
部
分

も
あ
り
、
注
視
が
必
要
で
す
。
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　市職員の給与は、国家公務員の給与制度に準じながら、他の自治体と
のバランスなどを考えて市の条例で定められています。
　これまで、一般職員給料のほか、管理職手当、議員報酬、特別職の給料・
期末手当の削減など、人件費抑制に取り組んできています。

 人事研修室　 　63‐7315

お知らせ
します！

5　2010年（平成 22年）11月 21日日

人件費（普通会計）
平成21年度普通会計決算で
歳出の約5分の１が人件費

歳出総額

人 件 費

人件費率

265億5,855万円

52億8,283万円

19.9%

◆職員の平均給料月額、平均年齢の状況（平成22年4月1日現在）
職　種

一般行政職
技能労務職

343,869円
321,180円

167,034円
135,897円

178,674円
144,045円

平均給料月額
420,845円
338,310円

平均給与月額
44歳9月
49歳7月

平均年齢

◆経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（平成22年4月1日現在）

一般行政職

◆初任給の状況（平成22年4月1日現在）

大学卒
高校卒

257,729円
202,051円

大学卒
高校卒

経験年数10年
303,028円
261,512円

経験年数15年
357,882円
305,405円

経験年数20年

初任給 採用2年後給料区　分

区　　分

※給与は、給料に諸手当（期末勤勉手当を除く）を加えたものです。

◎職員給料の状況は平成21年12月からの一般行政職（給料表6級以上5％、
5級以下3％）および技能労務職2％の給料削減後の額です。

区分 内　容 月額

扶養手当

配偶者
配偶者以外の扶養親族
配偶者のいない場合の1人目
満16歳以上22歳までの子については5,000円加算

住居手当 借家、借間居住者支給限度額

通勤手当
ア 交通機関（電車・バスなど）利用者
　　6ヵ月定期券などの実額（支給限度額1月あたり55,000円）
イ 交通用具（自動車・バイクなど）利用者
　　片道2km以上の場合 3,000円～31,600円（13区分）

13,000円
6,500円
11,000円

27,000円

◆諸手当の状況（平成22年4月1日現在）
区分 内　容

期末勤勉手当
支給割合

  6月期
12月期
    計

加算措置の状況 職制上の段階、職務の級などによる加算措置
役職加算 5～15％

期末手当 勤勉手当
1.25月分
1.50月分
2.75月分

0.70月分
0.70月分
1.40月分

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額
その他の加算措置

23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

定年退職前早期退職特例措置（2～20%）

30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

自己都合 勧奨・定年

退職手当
支給率

◆部門別職員数と主な増減理由（平成22年4月1日現在）

議会
総務
税務
農林水産
商工
土木
民生
衛生
小計
教育
消防
小計
病院
水道
下水道
その他
小計

6
101
21
19
5
57
148
25
382
96
108
204
215
29
17
27
288
874

6
98
21
19
5
54
141
25
369
97
112
209
217
29
17
28
291
869

0
－3
0
0
0
－3
－7
0

－13
1
4
5
2
0
0
1
3
－5

事務の合理化

事務の合理化
事務の合理化

人権事務スタッフの充実
消防業務スタッフの充実

看護業務スタッフの充実

看護専門学校事務スタッフの充実

22年度 21年度
対前年
増減数 主な増減理由

一般事務職
保育士・幼稚園職
消防職
技能労務職
医師
薬剤師
臨床検査技師
看護師
　合　計

6
1
2

9

10
3
1
2

1

17

17
4
4
3
4
1
1
8
42

1
　
1
1
4
1

8
16

定年退職 勧奨退職 普通退職など 合　計職　種

職員数

一般行政
部門

特別行政部門

公営企業等
会計部門

合　計

◆職種別採用状況

◆退職者数（平成21年4月1日～平成22年3月31日）

※採用者数と退職者数には、他団体との派遣職員の異動が入っていないため、
　部門別職員数の対前年増減数とは一致しません。

11613319
8平成21年度中途採用者

平成22年4月1日採用者

合　
　
　

計

技
能
労
務
職（
知
的
障
害
者
）

看
護
教
員

看
護
師

薬
剤
師

医
師

消
防
職

特
定
任
期
付
職
員

保
健
師

一般
事
務
職職種

431

25

◆特別職の報酬などの状況（平成22年4月1日現在）
区分

市　長

副市長

900,000円

690,000円

給料月額 ×　　  × 在職年数

給料月額 ×　　　× 在職年数

給料月額
6月期　1.7月分
12月期 1.95月分
計　3.65月分

20%加算措置あり

期末手当支給割合

期末手当支給割合

退職手当

退職手当

支給規定なし
議　長
副議長
議　員

553,000円
476,000円
437,000円

区分 報酬月額

※市長や議員などの報酬は、民間の代表者で構成する「特別職報酬等審議会」
の答申を受けて条例で定めています。

6月期 1.75月分
12月期　2.0月分
計　3.75月分

20%加算措置あり

500
100
280
100

職員給料の状況
平均給料月額や初任給などの状況給料

諸手当の状況
市職員の手当ての内容やその金額手当

職員数の増減
職員数の削減を行っています

職員数

特別職の報酬などの状況
市長や市議会議長などの報酬

特別職

　　　　　名張市職員の
給与給与などの 状況

※普通会計上の数値であるため、1ページに記載の一般会計の額とは異なります。

名
張
市
職
員
採
用
候
補
者
試
験　

採
用
職
種　

看
護
師
（
若
干
名
）　

受
験
資
格　

昭
和
40
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
看
護
師
免
許
を
有
し
交
代
勤
務
が
可
能
で
、
平
成
23
年
１
月
１
日
・
２
月
１
日
・
３
月
１
日
・
４
月
１
日
の
い
ず
れ
か
の
日
か
ら
出
勤
可
能
な
人

　

試
験
日　

12
月
16
日
木　

申
込
期
限　

12
月
１
日
水　

※
消
印
有
効
。
郵
送
の
場
合
は
、
特
定
記
録
郵
便
で
。
受
験
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
出
力
可　
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